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研究成果の概要： 
本研究では，音声習得ストラテジーと発音学習システムに関する研究を行った。 

臨界期を過ぎて日本語学習を開始した場合でも，ネイティブ・レベルの発音習得が可能であ

り，高い発音習得度を達成した成人学習者のコメントには共通性が見られた。これらの学習成

功者はシャドーイング等の発音学習方法を積極的に用いて独自の学習を行っていたことが明ら

かになった。音声習得ストラテジーに関する研究成果は，『日本語教育と音声』（くろしお出版，

2008 年）で発表した。次に，研究成果から得た知見を生かして，発音学習システムの開発を行

った。DVD 教材『日本語でシャドーイング』を作成し，インターネットで公開した

（http://www.gsjal.jp/toda/）。DVD ディスクも作成して，国内外の日本語教育関係者に郵送

し，国内外の学会・研究会で研究成果を発表した。また，早稲田大学遠隔教育センターと共同

で，オンデマンド日本語発音講座と日本語発音練習用ソフトウェアを開発した。 

 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００６年度 2,400,000 720,000 2,400,000 

２００７年度 1,100,000 330,000 1,430,000 

２００８年度 1,200,000 360,000 1,560,000 

年度  

  年度  

総 計 4,700,000 1,410,000 5,390,000 

 
研究分野： 人文学 
科研費の分科・細目：言語学，外国語教育 
キーワード：第二言語習得理論，日本語教育 
 
１．研究開始当初の背景 
平成16年-17年度科学研究費補助金基盤研

究（C）（2）「第二言語における発音習得プロ

セスの実証的研究」（課題番号 16520357：研

究代表者 戸田貴子）の研究成果を踏まえた

上で，研究を発展させ，学術的貢献を行いた

いと考えたのが，研究開始当初の背景である。 

外国語を習う際，文法・表記等の領域と比



較して，発音の習得は難しいと言われている。

発音には学習者の母語の影響が強く現れる

ことから，大半の学習者の発音に，いわゆる

「外国人なまり」がある。このような外国人

の発音は，聞きづらく，内容が伝わりにくい

ことが多い。しかし，外国語教育において音

声教育は開発途上の領域である。近年，音声

を媒材としたコミュニケーションが重視さ

れる中，発音指導の必要性が指摘されており，

発音学習教材・発音学習システムの開発が急

務である。 

そこで，本研究から得られる成果に基づき，

発音指導法を検討した上で，発音学習教材・

発音学習システムを開発することが可能で

あり，外国語教育に貢献できるであろうと考

えた。 

 
２．研究の目的 
発音習得において臨界期仮説（Critical 

Period Hypothesis）の検証を行い，高い発

音到達度を達成した学習者が使用している

音声習得ストラテジーを明らかにした上で，

音声習得を促進する発音学習システムを開

発し，日本語教育・英語教育をはじめとする

言語教育の現場に貢献することである。 

 
３．研究の方法 
まず，スクリプト作成チームと授業担当チ

ームを立ち上げ，シャドーイング教材の原案

を作成し，ディスカッションを行った。 

次に，日本語教育研究センター設置の発音

コースでシャドーイング授業実践を行った。

授業の様子は学習者の許可を得てビデオに

録画し，シャドーイング行動の分析を行った。 

また，韓国におけるシャドーイング授業の

実態調査を行った。韓国外国語大学通訳翻訳

家養成コースの在籍生にインタビュー調査

を行い，データを収集した。 

発音学習システムの開発にあたり，当初は

字幕作成ソフトウェアを購入し，研究室で字

幕作成を行うことを検討していた。しかし，

世界の日本語学習者がインターネット上で

本発音学習システムを使用するためには，字

幕選択機能（日本語・韓国語・中国語・英語）

を搭載することが望ましく，特殊な Web 用映

像再生プレーヤー（JIDEL）を要するため，

研究室での作業では不可能であった。このた

め，最終的に字幕作成・オーサリング等は業

者に委託することになった。スクリプト作成

（日本語），字幕翻訳（韓国語・中国語・英

語），写真撮影，DVD レーベル・ジャケット作

成等は委託の作業に含めず、研究代表者をは

じめとするプロジェクト関係者が担当した。 

以上，発音学習システムの開発方法につい

て述べたが，臨界期仮説の検証および音声習

得ストラテジーに関する調査の方法は，『日

本語教育と音声』（くろしお出版，2008 年）

を参照されたい。 

 
４．研究成果 

臨界期を過ぎて日本語学習を開始した場

合でも，ネイティブ・レベルの発音習得が可

能であり，高い発音習得度を達成した成人学

習者のコメントには共通性が見られた。これ

らの学習成功者はシャドーイング等の発音

学習方法を積極的に用いて独自の学習を行

っていたことが明らかになった。音声習得ス

トラテジーに関する研究成果は，『日本語教

育と音声』（くろしお出版，2008 年）で発表

した。次に，研究成果から得た知見を生かし

て，発音学習システムの開発を行った。DVD

教材『日本語でシャドーイング』を作成し，

イ ン タ ー ネ ッ ト で 公 開 し た

（http://www.gsjal.jp/toda/）。DVD ディス

クも作成して，国内外の日本語教育関係者に

郵送し，国内外の学会・研究会で研究成果を

発表した。 

 



 

図 1『日本語でシャドーイング』PARTⅠ 

 

図 2『日本語でシャドーイング』PARTⅡ 

 

図 3『日本語でシャドーイング』PARTⅢ 

 

本システムの構成は次のようになってい

る。PARTⅠ解説編「シャドーイングとは」，

PARTⅡナレーション編「東京の魅力発見」（1．

新宿駅周辺，2．麻布十番周辺，3．後楽園周

辺），PARTⅢ会話編「ベストフレンド」（1．

ダイニングバー，2．結婚披露宴）。また，

字幕あり（日本語・韓国語・中国語・英語）・

字幕なしの選択機能が搭載されており，イン

ターネット上でも学習者のニーズに合わせ

て選択することができる。ナレーション編は

モノローグ練習用で，学習者が関心のあるニ

ュースやドキュメンタリーを選択して練習

を継続していくように構成されている。また，

会話編ではダイアローグ練習を行い，学習者

が映画やドラマ等を使用して練習を継続し

ていく。近年，インターネット上で YouTube

等から学習者が自ら関心のあるリソースを

入手できるようになったため，今後このよう

な学習システムのさらなる可能性が期待さ

れる。 

また，早稲田大学遠隔教育センターと共同

で，オンデマンド日本語発音講座と日本語発

音練習用ソフトウェアを開発した。 

（１）オンデマンド日本語発音講座 

インターネットで配信する発音授業の海

外への展開が可能になれば，オンデマンドの

利点を生かして，外国語学習環境においても

時間と場所を問わず日本語学習者に発音学

習機会が提供できるため，全 10 回の講義と

選択式の母語別発音レッスンを収録した。講

義の内容は『コミュニケーションのための日

本語発音レッスン』（戸田 2004）を参考にし

た。 

 

図 4 オンデマンド日本語発音講座 

 

本講座のインターフェイスは，教師（動画），

スライド（パワーポイント），目次（ハイパ

ーテキスト），発音練習ボタン（音声ファイ

ル），字幕から構成されている。学習者が教

師の講義を聞き，日本語の発音の特徴を学習

しつつ，聞き取りと発音の両側面から練習を



行うことができるように工夫されている。 

（２）日本語発音練習用ソフトウェア 

株式会社アドバンスト・メディアによる音

声認識技術 AmiVoice を活用し，日本語発音

練習用ソフトウェアを開発した。本ソフトウ

ェアの目的は，学習者が自らの発音の問題点

に気づき，苦手な発音を克服するための方法

を身につけ，学習を管理していくことができ

るようにすることである。このため，学習管

理のための統計履歴・学習記録機能が搭載さ

れている。 

 
図 5 日本語発音練習用ソフトウェア 

 

①「単語の練習」は「言い分け」と「聞き分

け」の２種類から構成されている。（例：

おじさん／おじいさん，病院／美容院） 

②「文の練習」は「音読」と「イントネーシ

ョン」の２種類から構成されている。（例：

「いい会社じゃない」（否定・下降調イン

トネーション／意見求め・上昇調イントネ

ーション） 

パソコンの画面上に提示された文を学習

者が発音すると，音声認識エンジンが学習者

音声を認識し，発音上の問題点を分析する。

画面上には，各問題点についてコメントが提

示される（例：「ざ」が「じゃ」の発音にな

っています／小さい「っ」が短すぎます）。

発話ごとに「判定結果」が４段階評価（◎、

○、△、×）で示され，「総合コメント」が

提示される。（例：よくできました／もう少

し！コメントをチェックしてもう一回）「自

分の発音の問題点がわからない」という学習

者も，自分の発音上の問題点を理解した上で，

該当箇所を集中的に練習することができる。

また，母語転移が起こりやすい発音の問題点

は学習者の母語によって異なるため，個別の

問題に丁寧に対応しつつ，一斉授業ではでき

ない練習を行うことが可能である。 

以上，研究期間内に，基礎研究の結果から

得た知見を生かして，シャドーイング練習用

DVD 教材をはじめ，オンデマンド日本語発音

講座，日本語発音練習用ソフトウェアという

3 種類の発音学習システムを開発することが

できたことが，本研究の成果である。 
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